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4５

賞賛獲得欲求・拒否回避欲求が援助要請行動と

その抑制要因に与える影響

原田克巳，出雲麻佑＊

HowPraise-seekingNeedorRejectionAvoidⅢceNeedEffMsHelp-seelKing
BehaviorMmdtheRestrainFactors

ＫａｔｓｕｍｉＨＡＲＡＤＡ,ＭａｙｕＩＺＵＭＯ

問題と曰的 公的自意識の高い人は，対人不安意識も自己顕

示性も高めであることを示し，他者の目に映る

自分を強く意識しやすい人は，積極的な自己呈

示行動をとるか，反対に防衛的，逃避的行動を

とりやすいことを示唆した。

さらに，菅原（1986）は，公的自意識の強さ

が自己顕示`性と対人恐怖的傾向という二つの矛

盾する態度と有意な正の相関を示す（菅原，

1984）ことについて，公的自意識の強い人は二

つの異なった対人的目標を持っており，それぞ

れの目標が他者に対して積極的な自己イメージ

と消極的な自己イメージとを演出させていると

考え，このような対人態度を方向付ける目標と

して，「他者から賞賛され，好かれたい欲求」と

「他者から噸笑されたり，拒否されたくない欲

求」の二つの欲求を想定し，公的自意識および

私的自意識との関連を検討した。その結果，私

的自意識と賞賛されたい欲求，拒否されたくな

い欲求との間には極めて弱い関連しか見出せな

かったが，公的自意識と両欲求との間には高め

の相関が見出された。また，賞賛されたい欲求

と拒否されたくない欲求と他者に対する自己イ

メージとの関連を見たところ，賞賛されたい欲

求では自己顕示的なイメージが，拒否されたく

ない欲求では内気で善良なイメージが示唆され，

異なる人物イメージが見出された。このことか

ら，公的自意識の強い人は他者から賞賛される

ことや拒否されないことを対人場面における重

Ｂｕｓｓ（1991）は，なんとなく他者から見られ

ているという拡散した感覚から成り立つ，社会

的客体として自分を認知することから生ずる自

意識を公的自意識（PublicSelfAwareness）と呼

んでいる。この自意識は一時的な状態として捉

えられるため，その背景にある個人的傾向，つ

まりパーソナリティ特性としての自意識傾向を，

さらに公的自己意識（PubIicSelfLConsciousness）

と呼んで区別している。

こうした自己意識特性を測定するものとして

考案されたのがFenigstein，Scheier＆Busｓ

（1975）の自己意識尺度（SelfConsciousness

Scale）である。この自己意識尺度は，自己の内

的思考や感情に注意を向ける「私的自己意識｣，

他者に影響を及ぼす社会的な対象としての自己

への気づきである「公的自己意識｣，他者の存在

によって喚起される「社会的不安」の３因子か

ら構成されている。

この自己意識尺度を受けて，我が国でも押

見・石川・渡辺（1979）や菅原（1984）などが

自己意識尺度の日本語版の作成を試みている。

中でも菅原（1984）はFenigsteinetal．（1975）

の尺度の公的自己意識，私的自己意識を参考に

して，２６項目からなる日本語版自意識尺度

（SelfConsciousnessScale)を作成した｡そして，

対人不安意識と自己顕示性との関連を検討し，
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要な目標としており，これらの目標のいずれを

とるかによって提示される自己イメージが大き

く異なるということと，賞賛されたい欲求の強

い者は積極的に行動し他者の注目を集めること

によって，拒否されたくない欲求の強い者は，

個`性を殺し周囲との軋礫を最小限に抑えること

によって，集団の中に自分の居場所や役割を確

保するということが示唆された。

そこで，小島・太田・菅原（2003）は，菅原

（1986）をふまえ，１８項目から成る賞賛獲得欲

求・拒否回避欲求尺度を作成した。そして，賞

賛獲得欲求と拒否回避欲求との相関が低いこと

を確認し，両欲求の独立性を示した。さらに賞

賛獲得欲求が強い者と拒否回避欲求が強い者で

は，自己呈示上の目標が異なるため，他者から

の肯定的な評価に対して賞賛獲得欲求の強い人

は満足を感じ，拒否回避欲求の強い人はテレを

感じること，否定的評価に対して賞賛獲得欲求

の強い人は怒りを感じ，拒否回避欲求の強い人

はハジを感じるということも見出した。

この他にも，告白行動に対して賞賛獲得欲求

が促進的に働き，拒否回避欲求が抑制的に働く

こと（菅原，2000）や，化粧，衣服，ダイエッ

トなどの装いと賞賛獲得欲求では相関が見られ

るが，拒否回避欲求とは相関が見られないこと

（鈴木，2006）などが見出されており，両欲求

と関連する社会的行為に違いがあることが確認

されている。

さて，賞賛獲得欲求は他者からのある一定水

準以上の評価を得ようとする志向性であり，拒

否回避欲求は評価が一定水準以下にならないよ

うにする志向性である（小島，2005）が，どち

らも公的自意識と関連しており，他者からの評

価に敏感であるということが共通している。他

者からの評価を強く意識する日常場面としては，

自分の望みや要求を他者に表明し，他者からの

何らかの資源の提供を求める援助要請場面が挙

げられよう。島田・高木（1994）は，援助要請

状況は公的な自意識が高まる状態であるとして

おり，公的自意識と関連のある賞賛獲得欲求，

拒否回避欲求と援助要請行動との間には何らか

の関連があるものと推測される。

援助要請行動については様々に研究されてい

る(例えば,野崎･石井,2004；島田･高木,1994）

が，賞賛獲得欲求と拒否回避欲求の影響を検討

したものは未だない。誰にも援助要請を行わず

に日常生活を営むことは不可能に近い。このよ

うな日常的な社会的状況において，様々な社会

的行為と関連している賞賛獲得欲求と拒否回避

欲求のあり様がどのように影響を及ぼしている

のかを検討することは，有意義なことであると

考えられる。そこで本研究では，自己を社会的

客体として強く意識する状況であると考えられ

る援助要請場面における両欲求の特徴を検討す

ることとする。

また，援助要請は相手が存在することよって

初めて成立する行動であるため，援助を要請す

ることで相手に迷惑がかかってしまうのではな

いか，自分が能力のない人間だと思われてしま

わないかなど,相手の負担への配慮の気持ちや，

相手が自分に下す評価が低下するのではないか

という不安などが援助要請行動に対して抑制的

に働くことが予想される。そこで本研究ではこ

の相手の負担感と自分の評価が低下することへ

の不安感の二つを援助要請における抑制要因と

して取り上げ，賞賛獲得欲求，拒否回避欲求と

援助要請行動との間でどのような関連があるか

を検討することとする。

賞賛獲得欲求が高い人は，援助要請に際して

自己評価が下がることを心配して援助要請行動

をとるであろうが，その際相手の負担がどうで

あるかは，評価が下がるかどうかに比べればあ

まり大きな意味を持たないと思われる。一方拒

否回避欲求が高い人は,他者からの拒絶や孤立

を嫌うのであるから，援助要請に際して自己評

価が下がることも心配すれば，相手の負担も心

配して援助要請行動を選択すると思われる。

以上をふまえて，本研究では，賞賛獲得欲求

と拒否回避欲求のあり様によって援助要請のし

やすさが異なるか，また両欲求のあり様|こよっ
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て，自己評価が低下することを心配する気持ち

と相手の負担を心配する気持ちが援助要請に際

して抑制的に働くかどうかを明らかにすること

を目的とする。

援助要請行動と抑制要因については，回答者

が思い浮かべる対象者が親,きょうだい,友人，

恋人など,個人で様々に異なることが予想され，

その結果として援助要請行動と抑制要因の働き

に差が生じてしまうことが予想される。した

がって，援助を要請する対象者を限定する必要

がある。そのため，本研究においてはまず回答

者を大学生に限定し，次に，大学生になると父

母への依存から自分や友人への依存に移行する

こと（加藤，1976）や，友人関係を中心とした

外的世界での依存関係の比重が大きくなること

（西川，2000）などから，援助を要請する対象

者を同`性の友人と定めることとした。さらに，

同`性の友人関係であっても心理的距離の大小に

よって援助要請行動の表出に違いが生じること

も予想される。下斗米（2000）は，友人関係の

親密段階によって相手に期待する役割が異なる

ことを見出している。そのため本研究では，回

答者が「親密だと考える同性友人」を対象者と

して定めることとした。

なお分析に際しては，援助の要請のしやすさ

には,性差があることが過去の研究で明らかと

なっている（山口・西川，１９９１など）ため，本

研究においても援助要請に関わる要因について

は性差の有無の確認を行い，男女別々の検討を

行うこととする。

小島・太田・菅原（2003）の作成した賞賛獲

得欲求・拒否回避欲求尺度を使用した。他人か

らどう見られているかではなく，自分自身をど

のように思っているかという観点で回答するよ

う教示によって促し，「あてはまる」から「あて

はまらない｣までの５段階評定で回答を求めた。

援助要請行動尺度

野崎・石井（2004）の作成した援助要請行動

尺度３０項目のうち,不適当と思われたＩ項目を

除いた２９項目を使用した｡回答に際にしては親

密だと考える同性の友人を思い浮かべてもらい，

各項目内容について依頼できるかを,｢頼むこと

ができる」から「頼むことはできない」までの

5段階評定で回答を求めた。

抑制要因尺度

本研究において新たに作成した。親密な同`性

の友人への依頼に際して，相手の負担を心配す

ることや，自分の評価が下がってしまうのでは

ないかと心配することがどの程度感じられるか

を，「あてはまる」から「あてはまらない」の５

段階評定で回答を求めた。

結果と考察

(1)各尺度の因子構造の検討

「賞賛獲得欲求・拒否回避欲求尺度」につい

て因子分析（主因子法，プロマックス回転）を

行ったところ，従来通りの因子構造が見られた

（mabIel)。それぞれの因子についてCronbach

のα係数を求めたところ，賞賛獲得欲求がα

=､829,拒否回避欲求がα＝､791であり，信頼性

は十分であった。

次に「援助要請行動尺度」について因子分析

（主因子法,プロマックス回転)を行った(Table

2)。

野崎・石井（2004）の尺度においては５因子

が抽出されていたが，本研究では５因子として

は良いまとまりが得られなかった。野崎・石井

（2004）の因子分析結果においても複数の因子

に負荷量の高い項目が多々見受けられており，

方法

(1)調査参加者

大学生274名（男`性１１７名，女性１５７名)。

(2)調査実施時期および実施方法

２００６年１１月下旬，大学の授業時間を利用し

て質問紙にて回答を求めた。

(3)質問紙の内容

賞賛獲得欲求・拒否回避欲求尺度



金沢大学教育学部紀要（教育科学編） 第５７号平成２０年4８

尺度構成上の不十分さがあったためと思われる。

本研究では複数の因子に高い負荷を示す項目を

なるべく削除して構造を単純化し，３因子解を

採用した。

Tableｌ賞賛獲得欲求・拒否回避欲求尺度の因子分析結果

ＩⅡ

人と話すときはできるだけ自分の存在をアピールしたい。

目上の人から一目おかれるため、チャンスは有効に使いたい。

大勢の人が集まる場では、自分を目立たせようと張り切る方だ。

初対面の人にはまず自分の魅力を印象づけようとする。

責任ある立場につくのは、皆に自分を印象づけるチャンスだ。

人と仕事をするとき、自分の良い点をしってもらうように張り切る。

高い信頼を得るため、自分の能力は積極的にアピールしたい。

自分が注目されていないと、つい人の気を引きたくなる。

皆から注目され愛される有名人になりたいと思うことがある。

相手との関係がまずくなりそうな議論はできるだけ避けたい。

意見を言うとき、みんなに反対されないかと不安になる。

人から敵視されないよう、人間関係には気をつけている。

優れた人の中にいると、自分だけ孤立していないか気になる。

人に文句を言ときも、相手の反感を買わないように注意する。

不愉快な表情をされるとあわてて相手の機嫌をとる方だ。

目立つ行動をとるとき、周囲から変な目で見られないか気になる。

自分の意見が少しでも批判されるとうろたえてしまう。

場違いなことをして笑われないよう、いつも気を配る。
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Table２抑制要因尺度の因子分析結果

ＩⅡ

自分が頼むことで迷惑がかかるのではと不安になる。

たとえ快く引き受けてくれても、自分の頼みが負担ではないかと気になる。

相手が今忙しいか考えてしまう。

相手に嫌な顔をされたらどうしようと考えてしまう。

自分ばかり頼っていないか気になる。

自分が頼んだ相手の状況や気持ちは特に気にならない。＊

相手に自分の弱みを見せたくない。

頼むことで自分のプライドが傷つく気がす勘

ものを頼むと自分の無力さに直面して恥ずかしい。

相手に自分が能力のない人間だと評価されたくない。

相手に自分が甘えた人間だと評価されたくない。

皆が分かっていて自分だけ分からない状況で聞くのは恥ずかしい。

、846

.825

.683

.543

.482

.447

-.1７０

－．０４７
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＊は逆転項目
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Table３援助要請行動尺度の因子分析結果

ＩⅡⅢ

生活費など必要なお金を貸してくれるよう頼む。

自分の代わりに買い物に行ってくれるよう頼む。

忘れ物を持ってきてくれるよう頼む。

交通手段がなかったり、不便だったとき車で送迎してくれるように頼む。

病気で寝込んだとき薬や食料を買ってきてくれるよう頼む。

クラブやゼミなどの仕事が早く終わるように手伝ってくれるよう頼む。

自分の代わりにアルバイトに入ってくれるよう頼む。

筆記用具などを忘れたとき、貸してくれるよう頼む。

本やＣＤなどを貸してくれるよう頼む。

勉強で分からないところを教えてくれるよう頼む。

機械の操作法など、分からない技術や技能を教えてくれるよう頼む。

席をとっておいてくれるよう頼む。

道が分からなくなったとき教えてくれるよう頼む。

友人関係のことで相談に乗ってくれるよう頼む。

恋愛関係のことで相談に乗ってくれるよう頼む。

進路関係のことで相談に乗ってくれるよう頼む。

寂しいときや不安なとき一緒にいてくれるよう頼む。
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因子間相関Ｉ

Ⅱ

､533．５１４

－、590

第１因子には「生活費など必要なお金を貸し

てくれるよう頼む」「自分の代わりに買い物に

行ってくれるよう頼む」といった項目が高い負

荷量を示した。相手の時間やお金，労力の提供

を求めるという内容から，「利己的援助要請」と

命名した。第２因子には「筆記用具を忘れたと

き，貸してくれるよう頼む」「本やＣＤなどを貸

してくれるよう頼む」といった項目が高い負荷

量を示した。日常生活の中で比較的頻繁に行わ

れる要請であると考えられたため,「日常的援助

要請」と命名した。第３因子には「友人関係の

ことで相談に乗ってくれるよう頼む｣｢恋愛関係

のことで相談に乗ってくれるよう頼む」といっ

た項目が高い負荷量を示した。抱えている悩み

を相談するという内容から，「心的援助要請」と

命名した。

それぞれの因子についてCronbachのα係数

を求めたところ，利己的援助要請はα＝825,日

常的援助要請はα＝､797,心的援助要請はα

=､809であり，どの因子についても信頼性は十

分であると認められた。３因子解を採用するこ

とで尺度としてのまとまりは良くなったが，反

面このことで多様な援助要請場面が限定される

ことにもなった。今後はより適切な尺度を構成

する必要がある。

続いて「抑制要因尺度」についても因子分析

（主因子法，プロマックス回転）を行い，負荷

量の低い項目を削除し,２因子を抽出した(T1able

3)。第１因子では「自分が頼むことで迷惑がか

かるのではと不安になる｣｢たとえ快く引き受け

てくれても，自分の頼みが負担ではないかと気

になる」といった項目が高い負荷量を示した。

自分の援助要請が相手の迷惑や負担になること

を恐れるという内容の項目が集まることから，

「負担懸念」と命名した。第２因子では「相手

に自分の弱みを見せたくない｣｢相手に自分が能

力のない人間だと評価されたくない」といった

項目が高い負荷量を示した。援助要請によって

自己肯定感や自己評価が下がることを恐れると

いう内容の項目が集まることから「評価低下懸

念」と命名した。

それぞれの因子についてCronbachのα係数

を求めたところ，負担懸念はα＝７９１，評価低下

懸念はα＝､780という結果であり，信頼性は十
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結果であった（ｔ（273）＝3.36,p<01)。日常的援

助要請においては性差は見られなかった。つま

り，援助要請行動に関していえば，お金を貸し

てほしいとか買い物に行ってほしいとかの自分

本位の頼み事は男子の方がしやすく，日常的に

ありふれた援助要請については男女にしやすさ

の差はなく，友人関係や恋愛関係で相談に乗っ

てくれるよう頼むことについては女子の方がし

やすいという結果であった。

援助要請行動における援助者と要請者の性の

要因を検討した山口・西川（1991）は，「援助要

請行動は弱くて依存的であるという女性の性役

割規範と一致しているため要請者自身に肯定的

に受け取られ，女性の援助要請行動は頻繁に行

われるのである。一方，男性は自分の失敗や無

力さ，あるいは他者への依存による自己脅威の

程度が女性に比べて大きい。つまり援助要請行

動は，困難な事態の解決を他者に依存すべきで

なく自力で果たすべきであるという，男性の性

役割規範に反するので，辞退されやすいのであ

る」と述べている。本研究において心的援助要

請で女性の方が高かったことについては，相談

をもちかけることに関係する依存的側面が山

口・西川（1992）の言う女`性の性役割規範と関

係し，その性役割規範が反映された結果と言え

るであろう。

しかしながら，利己的援助要請については，

女`性の方が男性に比べて要請をしづらいという

結果となっている。山口・西川（1991）は女`性

の方が依存的であり援助要請行動を頻繁にとる

と指摘しているが，本研究における結果は，必

ずしも女子の方が援助要請行動を取りやすいと

は言えないことを示している。先に述べたとお

り，女子は男子に比べて相手の負担を心配する

程度が強いという結果が出ている。従って女子

は，お金を貸してもらうなど，相手にとって負

担が大きい利己的な援助は要請しにくいのだと

考えられる。このことは援助を要請する内容に

よって性差の出方が異なるということを示して

おり，一概に女子の方が男子に比べて援助を求

分であると判断された。

なお以後の分析にあたっては，それぞれの因

子ごとに項目を単純加算し項目数で除した平均

値を算出して下位尺度得点とし，分析に用いる

こととした。

(2)各下位尺度得点についての性差の検討

「賞賛獲得欲求」「拒否回避欲求」「負担懸念」

「評価低下懸念」「利己的援助要請」「日常的援

助要請」「心的援助要請」それぞれについて，ｔ

検定により男女で平均値の比較をしたところ，

Table4に示すとおりの結果となった。

賞賛獲得欲求には性差は見られず，拒否回避

欲求において，女子の方が男子に比べて高いと

いう結果であった（ｔ（271）＝4.18,p<０１)。つま

り，女子の方が男子に比べて，他者からの拒否

を回避する欲求を強く持っているということで

あった。

抑制要因については，負担懸念において，女

子の方が男子に比べて高いという結果であり（ｔ

（223.95）＝3.68,p<､01)，評価低下懸念には性差

は見られなかった。つまり，女子の方が男子に

比べて，援助を要請する際に相手に負担となら

ないかを心配する程度が強いということであっ

た。

Table４各下位尺度得点の性差の結果

平均値
有意差

男子女子

賞賛獲得欲求

拒否回避欲求

負担懸念

評価低下懸念

利己的援助要請

日常的援助要請

心的援助要請

８
４
３
５
９
３
８

０
３
９
６
０
５
４

●
●
●
●
●
●
●

３
３
３
２
３
４
３

８
９
４
４
３
４
７

０
６
２
７
６
４
８

●
●
●
●
●
●
●

３
３
４
２
２
４
３

、.ｓ、

p<､０１

p<､０１

，．ｓ．

p<､０１

，．ｓ．

p<､０１

援助要請行動については，利己的援助要請に

おいて，女子の方が男子に比べて低いという結

果であり（ｔ（272）＝4.21,p<01)，心的援助要請

において，女子の方が男子に比べて高いという
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めやすいということは言えないであろう。 欲求のあり様によって，援助要請行動に関与す

ると思われる抑制要因が異なることが確認され

たと言える。(3)賞賛獲得欲求･拒否回避欲求と抑制要因と

の関連の検討

賞賛獲得欲求，拒否回避欲求と抑制要因の負

担懸念と評価低下懸念との相関を男女別に見た。

その結果，賞賛獲得欲求は男女ともに，評価低

下懸念にのみ有意な正の相関を示し，一方，拒

否回避欲求は男女ともに負担懸念および評価低

下懸念のどちらに対しても正の相関を示した

（THble5)。

(4)賞賛獲得欲求･拒否回避欲求の程度による，

援助要請行動の程度の差の検討

各下位尺度得点についての性差の検討の結果，

いくつかの下位尺度において性差が見られたこ

とから，ここでは男女別々に分析を行うことと

した。

賞賛獲得欲求，拒否回避欲求のそれぞれにつ

いて，平均値±Ｕ４ＳＤの範囲に入る中間群を除

外し，高群と低群を設け，賞賛獲得欲求，拒否

回避欲求を独立変数とし，援助要請を従属変数

とした２（賞賛獲得欲求高・低）×２（拒否回避

欲求高･低)の２要因分散分析を行った｡結果，

男子においては利己的援助要請，日常的援助要

請，心的援助要請すべての援助要請行動で，賞

賛獲得欲求，拒否回避欲求の効果は見られな

かった。一方，女子においては利己的援助要請

と心的援助要請とで賞賛獲得欲求の主効果（Ｆ

（1,95）＝5.571,p<､05;Ｆ（1,95）＝5.596,p<､05）

が見られた（FigureLFigure2)。

TabIe5賞賛獲得《8国と拒否回避§闇ﾐと抑制要因との相関

負担懸念評価低下懸念

賞賛獲得欲求

子
子
子
子

男
女
男
女

、148

-.065

.418＊＊

、４４７＊＊

､２２７＊

､１９２＊

.２３６稗

､２８２拝

拒否回避欲求

＊ｐ<,05,＊＊ｐ<､0１

賞賛獲得欲求と評価低下懸念との間の相関，

および拒否回避欲求と評価低下懸念との間の相

関は弱いものであったが，拒否回避欲求と負担

懸念との間には中程度の相関関係が見いだされ，

概ね予想通りの結果であった。

つまり，自分を積極的にアピールし，自分の

能力を示したいという思いを強く持っている人

は，援助を要請する際に，頼み事をすることで

自分の評価が下がってしまうのではないかと心

配する傾向が若干あるということであり，一方

人から嫌われたくない，孤立したくないという

思いを強く感じる人にとっては援助を要請する

際には相手の負担感が強く心配されるとともに，

要請によって自分の評価が下がってしまうので

はないかということも若干心配されるというこ

とである。他者との関係においてプラスの評価

を求めようとする心性が強いタイプかマイナス

の評価を避けようとする心性が強いタイプかに

よって，援助要請時に気がかりとなる事柄が違

うということであり，賞賛獲得欲求と拒否回避

5.00

4．００

3.00

一拒否回避

一拒否回避

低群

高群

2.00

1.00

低群 高群

賞賛獲得

Figurel女子における「利己的援助要請」

の各群平均値
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5.00
様については，プラスの評価を求めようとする

心性が強いタイプかマイナスの評価を避けよう

とする心性が強いタイプかということによって

は直接的には説明されないということである。

男子においては抑制要因の影響を含めた検討が

必要であろう。

4．００

3.00
一拒否回避

一拒否回避

群
群

低
高

2.00

(5)男女別の賞賛獲得欲求と拒否回避欲求の

程度の組み合わせによる４群における抑

制要因が援助要請行動に及ぼす影響の検

討

ここでは，賞賛獲得欲求高群・低群，拒否回

避欲求高群・低群の組み合わせによる４群で，

負担懸念と評価低下懸念の二つの抑制要因が利

己的援助要請，日常的援助要請，心的援助要請

のそれぞれにどのように影響を及ぼすかを，男

女を別にして共分散構造分析により検討した。

その結果，賞賛獲得欲求も拒否回避欲求も低

い群の女子，また賞賛獲得欲求が低く拒否回避

欲求が高い群の男子及び女子においては有意な

関係が見られなかったものの，その他の群にお

いては有意な関係が見られた。その結果をパス

図として示したものがFigure3からFigure7で

ある。なお，図には有意な影響を示したパスの

みを示している。

まず，賞賛獲得欲求も拒否回避欲求も共に高

い群では，男子においては心的援助要請に対し

て評価低下懸念が抑制的に働いていた（Figure

3)。つまり，自分を積極的にアピールし，自分

の能力を示したいという思いを強く持っていて，

なおかつ人から嫌われたくない，孤立したくな

いという思いを強く持っている男子は，親しい

友人に悩み事を打ち明け相談を求める際には，

相談をもちかけることによって自分の評価が下

がりはしないかという不安によって相談しづら

くなるということであった。

一方女子の場合は，日常的援助要請に対して

負担懸念が促進的な影響力を示し，評価低下懸

念が抑制的な影響力を示す結果となった

（Figure4)。つまり，自分を積極的にアピール

1.00

低群高群

賞賛獲得

Figure2女子における「心的援助要請」の

各群平均値

つまり，自分を積極的にアピールし，自分の

能力を示したいという思いを強く持っている女

子は，そうした思いをあまり持たない女子に比

べて，自分本位の頼み事もしやすければ，友人

関係や恋愛関係での悩み事の相談もしやすいと

いう結果であった。

菅原（1986）は，賞賛されたい欲求には自己

顕示的な人物イメージがあることを示している。

本研究において想定した援助を求める対象者は

「親しい同性の友人」であるが，賞賛獲得欲求

を強く持つ女子は，友人よりも上位にいる感覚

があるのかもしれない。もしくは自分が優位に

立つことができる相手を親しい友人として側に

置く傾向があるのかもしれない。しかし一方で

は，相手よりも下位に位置するような感覚が生

じても不思議ではない，心的援助要請について

も高い得点を示す結果となっている。このこと

を含めて考えれば,賞賛獲得欲求の強い女子は，

援助要請に際して相手を道具的に利用するよう

な意識が介しているのかもしれない。今後，他

者比較における優劣意識，自己有能感や劣等感

との関連や，また道具的依存欲求などとの関連

を検討する必要があるだろう。

一方男子においては賞賛獲得欲求も拒否回避

欲求も援助要請行動について有意な結果を示さ

なかった。これは，男子の援助要請行動のあり
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「員i亘驍￣］ 負担懸念

､4４

､3１
－．3２

評価低下懸念心的援助要請
丘＆

評価低下懸念

Figure3男子高（賞賛獲得欲求）・高（拒否回避

欲求）群における影響過程
Figure4女子高（賞賛獲得欲求）・高（拒否回避

欲求）群における影響過程

､1３

負担懸念利己的援助要請

日常的援助要請

１評、=懸念-.烏>[~7耐甕莇婁竈￣

Figure5男子低（賞賛獲得欲求）・低（拒否回避

欲求）群における影響過程

､5４ 2３

負担懸念利己的援助要請
一ｍ ＿鬘i聖亙三>…岡田 田『 Ⅲ

｢評１面､匡干露。 ｢評面､豆〒；電i憲司

Figure6男子高（賞賛獲得欲求）・低（拒否回避

欲求）群における影響過程
Figure7女子高（賞賛獲得欲求）・低（拒否回避

欲求）群における影響過程

し，自分の能力を示したいという思いを強く

持っていて，なおかつ人から嫌われたくない，

孤立したくないという思いを強く持っている女

子は，親しい友人に筆記用具や本などを貸して

もらうなどの日常的に行われやすい援助要請場

面において，頼むことで自分の評価が下がるか

なと心配することで援助要請が差し控えられる

方向に向くが，依頼相手の負担感を気にする程

度はむしろ援助要請行動を促進するということ

であった。

本研究において，負担懸念は援助要請行動に

対して抑制的に働くと想定していた。また，拒

否回避欲求が高い人は他者からの拒絶や孤立を

嫌うのであるから，援助要請に際して自己評価

が下がることも心配すれば，相手の負担も心配

して援助要請行動を選択すると考えていた｡(2)

における,性差の検討では女子の方が相手の負担

をより強く懸念するという結果であり，（３）に

おける賞賛獲得欲求及び拒否回避欲求との相関

の検討では拒否回避欲求を強く持つ者ほど負担

。ｑグＬＤ

●マユニ

評価低下懸念 心的援助要請

負担懸念 利己的援助要請
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懸念を強く感じるという結果であった。これら

の結果から言えば，この群は負担懸念を相対的

に強く感じる群と言えるのであるが，負担懸念

は抑制的に働くどころか促進的に働くという結

果となっている。つまり，負担懸念を強く感じ

る者がその強さ故に援助要請行動を差し控える

とは言えないということが明らかとなり，また

拒否回避欲求の高い人が相手の負担を心配して

援助要請行動を差し控えるわけではないという

ことが明らかとなった。

この結果は，質問において想定した依頼相手

が親しい同性の友人であったということに関係

していると思われる。つまり，依頼に際して相

手の負担を気にしがちな人は，誰にでも気軽に

依頼できるというわけではないため，相手の負

担感が心配されるような場合には，負担をかけ

るかもしれないが理解して応じてくれるであろ

うと感じる親しい友人に依頼する傾向が高くな

るということなのかもしれない。また，相手の

負担を強く感じながらも頼れるからこそ親友で

あるという感覚，親友には甘えられる，甘えら

れるからこそ親友であるという感覚が，このタ

イプの女子においては強くあるのかもしれない。

一方評価低下懸念については，賞賛獲得欲求

の高い人は援助要請に際して自己評価が下がる

ことを心配して援助要請行動をとるであろうと

予想していたが，このことは予想通りの結果と

なった。しかしながら，男子と女子とで抑制的

な影響を与える援助要請行動が異なっている。

山口・西川（1991）が指摘する性役割規範故の

結果であろうか。

次に，両欲求が共に低い群では，男子におい

てのみ有意な関係が見いだされ，負担懸念が日

常的援助要請に対して促進的に働き，評価低下

懸念が日常的援助要請および心的援助要請に対

して抑制的に働くという結果であった（Figure

5)。つまり，抑制的側面についてだけ言えば，

自分を積極的にアピールし，自分の能力を示し

たいという思いをあまり持っていないだけでな

く，人から嫌われたくない，孤立したくないと

いう思いもあまり持っていない男子は，依頼す

ることによって自分の評価が下がるかもしれな

いと心配する気持ちが強くあると，日常的に行

われやすい援助要請や悩み事を打ち明けての相

談をもちかかけることが差し控えられる方向に

向くということであった。

この群では，負担懸念も評価低下懸念も援助

要請行動に対して抑制的に働くことはないであ

ろうと予想していたのであるが，結果は，負担

懸念が促進的に働き，評価低下懸念が抑制的に

働くというものであった。負担懸念が日常的援

助要請に対して促進的に働いているのは，先述

したとおり，相手の負担を強く感じながらも頼

れるからこそ，親友であるという感覚，親友に

は甘えられるという感覚が，このタイプの男子

においては強くあってのことなのかもしれない。

また評価低下懸念が心的援助要請に抑制的に働

いていることについても先述したとおり，山

口・西)|’（1991）の言う性役割規範の影響が強

くあってのことなのかもしれない。

そして，賞賛獲得欲求が高く，拒否回避欲求

が低い群では，男子も女子も，利己的援助要請

に対して負担懸念が抑制的に働くという結果で

あった（Figure6,FigulW)。これはつまり，自

分を積極的にアピールし，自分の能力を示した

いという思いは強く持っているが，人から嫌わ

れたくない，孤立したくないという思いはあま

り持っていない人は，自分本意な依頼に際して

は相手の負担感を心配する気持ちが抑制的に働

くということである。相手の負担を気にかける

気持ちは，日常的でありふれた援助を求めるこ

とには関係しないが，お金を貸してもらったり

自分の代わりに買い物に行ってもらったりする

などの自分本位的なお願いをしづらくするとい

うことなのであろう。

この群においては評価低下懸念が抑制的に働

くと予想しており，負担懸念の抑制的働きは予

想していなかった。（３）の相関の検討結果から

すれば，負担懸念の程度は他の群に比べて相対

的に低い群である。相手の負担を心配すること
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によって利己的な援助要請が差し控えられると

いう関係自体は分かりやすいのであるが，なぜ

この群においてこの結果が得られたのであろう

か。本研究では取り上げていない要因の影響が

考えられる。賞賛獲得欲求のあり方と拒否回避

欲求のあり方とによる援助要請行動の現れ方を

検討するには，さらに様々な要因を検討してい

く必要があると言えよう。

要請を抑制する要因は異なるということである。

今回は援助を求める相手を親しい同性の友人と

設定した。今後はこうした援助を求める相手と

の関係性や，先述したように性役割意識，他者

比較における優劣意識,自己有能感や劣等感や，

また依存欲求のあり方などと，賞賛獲得欲求，

拒否回避欲求との関連について，検討を重ねて

いく必要があろう。

全体的考察 引用文献

本研究では，賞賛獲得欲求，拒否回避欲求と

援助要請時の抑制要因との関係がどのようなも

のか，両欲求の程度によって援助要請のしやす

さが異なるか，および両欲求のあり様によって

抑制要因が援助要請に際してどのような働きを

するかを明らかにすることを目的とした。その

結果，賞賛獲得欲求と拒否回避欲求とでは，関

係する抑制要因が異なることが見いだされ，両

欲求が影響を及ぼす援助要請行動も異なること

が明らかとなった。さらには，両欲求のあり様

によって，援助要請行動に対して影響を与える

抑制要因も異なることが明らかとなった。

しかしながら，賞賛獲得欲求と拒否回避欲求

が援助要請場面においてどのように影響を及ぼ

すかが十分に示されたわけではない。

男子と女子とでは求めやすい援助に違いがあ

り，また抑制要因の働きも異なる。また，抑制

要因として想定していた負担懸念は，利己的援

助要請に対しては抑制的に働くものの，日常的

援助要請に対して促進的に働くという結果で

あった。西川・高木（1989）は，援助行動にお

いて要請者と援助者とが親しい友人である場合，

援助者は相手の依存的態度に対して単なる知人

の場合よりも拒絶的な感情を抱かないというこ

とや,要請者が親しい友人である場合,援助者は

今後も要請者との親しい関係の継続を予測し，

再要請の見込みを高く判断しているということ

などを見出している。つまり，援助を求める者

と援助を求められる者との関係性によって援助

バス(箸)・大渕憲一(監訳）１９９１『対人行動とパー

ソナリティ』北大路書房（Buss,Ａ・Hl986SociaI

BehaviorandPersonality,LawrenceErlbaumAssociates，

Inc）

Fenigstein，Scheier＆Buss，１９７５，PublicandPrivate

SeIfConsciousness:AssessmentandTheolyJoumalof

ConsultingandCIinicalPsychology，43,522-527．

加藤隆勝1976青年期における自己意識の構造

（Ⅲ）－自己の独立性・依存性についての検討一

東京教育大学教育学部紀要22,109-116．

小島弥生２００５他者からの評価に対する情緒的反

応一賞賛獲得欲求･拒否回避欲求および調整焦点に

よる検討一立正大学心理学研究所紀要,3,77-93．

小島弥生・太田恵子・菅原健介２００３賞賛獲得欲

求･拒否回避欲求尺度作成の試み性格心理学研究，

１１(2)，86-98．

西川正之･高木修１９８９援助要請の原因帰属と親密

性が援助行動に及ぼす効果実験社会心理学研究，

２８(2)，’05-113．

西川隆蔵２０００対人依存行動の研究一依存行動に

ついての適応的観点からの検討課題一帝塚山学

院大学人間文化学部研究年報,2,1-17．

野崎秀正･石井眞治２００４抑制要因に基づく大学生

の援助要請行動の分類広島大学大学院教育学研

究科紀要第一部第５３号，49-54．

押見輝男･石)１１直弘･渡辺浪二ｌ９７９ＳＣＳの検討(そ

の２）グループダイナミクス学会第２７回大会発

表論文集，29-30．

島田泉･高木修１９９４援助要請を抑制する要因の研

究１－状況認知要因と個人特性の効果について－

社会心理学研究，１０(1)，35-43.



金沢大学教育学部紀要（教育科学編） 第５７号平成２０年5６

下斗米惇２０００友人関係の親密化過程における満

足･不満足感及び葛藤の顕在化に関する研究一役割

期待と遂行とのズレからの検討一実験社会心理

学研究，４０(1)，1-15．

菅原健介１９８４自意識尺度(selfconsciousnessscale）

日本語版作成の試み心理学研究,５５(3)，184-188．

菅原健介1986賞賛されたい欲求と拒否されたく

ない欲求一公的自意識の強い人に見られる二つの

欲求について－心理学研究，５７(3)，134-140．

菅原健介２０００恋愛における「告白」行動の抑制と

促進に関わる要因一異性不安の心理的メカニズム

に関する－考察一日本心理学会第４１回大会発表

論文集，230-231．

鈴木公啓２００６装いと賞賛獲得欲求･拒否回避欲求

との関連パーソナリティ研究，１４(2)，230-231．

山口智子･西川正之１９９１援助要請行動に及ぼす援

助者の性，要請者の性，対人魅力，および自尊心の

影響について大阪教育大学紀要第Ⅳ部門，４０

(1)，21-28.


